
　当日、会場での講師の位置やスクリーンの大きさ、設置場所などの事前打ち合わせが十分できませ
んでした。しかし、担任の先生たちがとても熱心に関わってくださったこと、参加してくださった保護者や子
どもたちが一生懸命に取り組んでくださったことで、充実した気持ちになりました。
【児童へのメッセージ】
　今は気付かないかもしれませんが、これから大きくなっていく中で、また大人になってから、聞こえない人
たちや様々な人に出会える機会が増えると思います。その時は、今日の経験を思い出してください。そし
て、誰に対しても思いやりの心をもって接することを大切にしてください。

■PTAの親子活動として取り組んだので、親子でジェスチャーゲームをしたり、口パク伝言ゲームをしたり
して、楽しく学ぶことができました。
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　丁寧に打ち合わせをしていただき、こちらの要望をかなえていただき感謝しています。当日、セッティング
に時間がかかり申し訳なかったです。事前の打合せは、学校に来ていただき、部屋や体育館を確認して
いただいた方が良かったと思いました。

■講師さんが、とても楽しく、分かりやすく聴覚障害について教えてくださり、とても勉強になりました。親
子でゲームなどで楽しみながら学べたことがとても良かったです。

■普段の生活の中で、耳の聞こえない方の立場にたって考えることがなかなかないので、親子共々いい
経験になりました。我が子どもも、相手の気持ちになって考えられる、思いやりのある子になってほしいな
と思いました。

総合的な学習の時間

　今回は３年生児童と保護者が聴覚障害について学ぶ連携授業です。まず講師の方は、スライドを用
い「聞こえない」生活の実情について話されました。また、日常生活で使う、インターフォンやお知らせラン
プなど説明し、実物を見せていただきました。振動など体感できる情報も大切な情報源であるとのことで
す。続いてコミュニケーション方法についての学習です。コミュニケーションの方法は様々であり、空書きや
手書き、筆談等の方法があります。
　授業の後半は、口パク伝言ゲーム(口の形だけで、次の人へ言葉を伝えていくゲーム)や身振りで様子
を伝えるジェスチャーゲームを体験しました。そして「おはようございます。こんにちは。ありがとう。」など、手
話でのあいさつの方法を学びました。最後に講師の方は、「聞こえない人と会った時に困らないように、き
ちんと向き合ってお話をしていただきたい。お互いが協力し合って、一緒にくらしやすい街をつくっていきた
いと思います。」というお話で、授業を締めくくられました。
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